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ノーベル賞 The Nobel Prize 2018 から 
                                                 校 長  駒 崎  彰 一 
 

 ２０１８年のノーベル医学生理学賞を京都大学の本庶 佑（ほんじょ たすく）特別教授が受賞し

ました。本庶さんは、体内の異物を攻撃する免疫細胞の表面に「ＰＤ—１」という免疫の働きを抑

える分子を発見。この分子が「がん細胞」に対して働いていることをつきとめ、免疫が「がん」を

攻撃し続けられるようにする画期的な薬の開発となりました。現在、複数の治療でこの薬が使われ

ているそうです。 

 この受賞の報道が駆け巡ったのは１０月１日の夜。以降、続々と喜びの声や偉業が報じられる中、

本庶さんのインタビューが心に残りました。 
 

  大事なのは「知りたい」と思うこと  「不思議だな」と思う心を大切にすること 

教科書に書いてあることを信じないこと   

常に疑いを持って「本当はどうなっているのだろう」と考えて 

自分の目で、ものを見る事 そして納得するまで そこまで諦めない 

 

このコメントを聴いて、私自身の中学校最後の数学授業でのＷ先生の話を思い出しました。 
 

小学校 1 年生算数で学習する足し算「１＋１＝２」教科書に書かれている、誰もが知っている

常識。「これは、本当に正しいのか？」  

リンゴ１つと、リンゴ１つ一緒にすれば、リンゴは２つになる。しかし、1個 100 円のリンゴと

1 個 100 円のリンゴをあわせて買うと、200 円になるのか？ スーパーでは、2個だと 180 円にな

ることもある。これは誰でも経験がある事象。 

  私たちが常識としている小学校 1 年生の算数は「１＋１＝２」という単なる「約束事」であっ

て「１＋１＝２」が「真理」ということではない。 

「１＋１＝２」ではないことも数学。「１＋１とは」という提起は様々な展開があってどれも学

問的にとても面白い。 

  

小学校の学習では、「１＋１＝２」ではないことについて学びません。 

それが教科書に書いてある「常識」であるからだと思います。 

 

しかし、子供たちは様々な「実体験」から「知識」を習得していきます。「常識」よりも自分の「実

体験」が優先されます。（教育心理学の教科書にはこう書かれています。） 

体験していないことを、無理やり教え込まれても納得できない。実験したり、経験したり「実体

験」のないことは、理解できない。このような視点から見れば、子供たちは本来的に本庶さんのよ

うな「科学者」なのかもしれません。 

  

「絶対に、『１＋１＝２』だから！あなたたちはそう覚えなさい」ではなく、「１＋１は何だろう？」

と問いかけ、様々な「実体験」をして「見方や考え方」を育成していくことが重要なのではないだ

ろうかと本庶さんのコメントを聞いて強く感じました。 

 

こんな学びを創っていきたいなぁと思います。  
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連合運動会   体育的行事委員会  安藤 亨 

 

１０月２４日（水）秋空の下、緑野中学校校庭で連合運動会が行われ、６年生が本校代表

として参加しました。１００ｍ走、綱引き、リレーと最高学年が集まっての連合運動会。今

回は中学校の広い校庭で、子供たちは１００ｍの直線を思い切り駆け抜けました！そして、

互いに競い合う中で江原小、江古田小の子供たちと交流を深めました。保護者の皆様、応援

等様々なサポートをいただきまして、本当にありがとうございました。 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 
初めての直線１００ｍ走！！どの子も

タイムが伸びてびっくりしました！ 

力を合わせた綱引き。皆で綱引きのプロ

の動画を観て研究してきた成果を出し切

りました！ 

 

声援の中、最後まで白熱したリレー。男

子は３位、女子は１位と健闘しました。 

閉会式終了後の集合写真。 

どの子もみんな満足した表情でした。 
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開校記念集会 
２０１１年１１月１１日（１１．１１．１１の日）に緑野小学校は開校式を行いま

した。この１１月１１日が開校記念日です。学校の誕生日を全校みんなで祝うため、

11 月９日(金)「開校記念集会」を行います。 

この開校記念集会は集会委員が話し合い、みんなの心に残るような集会にしようと

しています。開校記念集会を通して、自分たちの小学校を愛し、より良い学校を作っ

ていこうとする気持ちを育てることができたらと考えています。 

活躍しています！金管バンド！ 

  金管バンド担当 首藤 明子  

 4 年生８名、5 年生１１名、6 年生１９名計３８名で活動しています。毎朝 7：２５

から 8：１０まで練習をし、発表の前には、放課後に練習することもあります。 

今は、地域や学校のイベントに向けて練習を重ねています。今後の発表の予定は 11

月の緑野まつり、２月の管楽器演奏会に出演する予定です。 

新入部員も入部して、半年が過ぎました。音を出すのにとても苦労していましたが、

金管ボランティアの方々のご協力もいただいて、だんだん良い音が出せるようになり、

自分たちで合奏ができるようになってきています。昨年度から活動している５～6 年生

もより良い合奏になるように音色やバランスに気を付けながら練習しています。一つ一

つの機会を大切に演奏していきたいと思います。応援よろしくお願い致します。 

 なかよし班祭り         なかよし班担当 山岡 恭子 

１１月１０日（土）学校公開日に１班から１６班のたて割り班でそれぞれが創意工夫を

したお店を開く「なかよし班祭り」を開催します。今年で 2 度目を迎える「なかよし班祭

り」６年生を中心に計画的に進めています。内容は「緑野小学校開校記念をお祝いしよう！」

を合言葉に、身体を使ったゲームがあったり、クイズがあったり、様々な内容の催し物が

あります。今年も、１年と６年、２年と４年、３年と５年のペア学年で、司会、ルール説

明、受付、ポスター係などの分担をし準備を進めています。手作りの道具なども充実して

いて、お店の当番も、お店を廻る子供もとても楽しい異学年交流の時間をもつことができ

そうです。子供たちの頑張る姿をご覧ください。 

なお、午後は PTA 緑野まつりが行なわれます。 
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
クリーン月間

ふれあい月間

児童集会

図工アニメーション授業（６）

東山高齢者会館（１）

元気アップトレーニング（２）

米マイスター授業（５）

安全指導
落ち葉掃き（５）

文化の日

4 5 6 7 8 9 10

体育朝会（長縄）
なかよし班活動（３～６）

日立イノベーション（５）

11 12 13 14 15 16 17

全校朝会
クラブ活動
落ち葉掃き（４）

落ち葉掃き（２） 避難訓練：防火扉 社会科見学（４）
落ち葉掃き（１・６）
元気アップトレーニング（２）

PTA学年レク（３）

避難訓練（予備日）
４校時授業
　　（江原小研究授業）

18 19 20 21 22 23 24

体育朝会（長縄）
校内研究授業（５）
４校時授業（５年以外）
花王「おうちのおしご
と」（１）

25 26 27 28 29 30

全校朝会
クラブ活動
落ち葉掃き（予備日）

体育朝会（長縄）
落ち葉掃き（１・６）

音楽朝会（３年発表）
落ち葉掃き（予備日）

落ち葉掃き（予備日）
PTA学年レク（２）

学校公開日
なかよし班まつり
PTA緑野まつり（午後）

平成30年11月　　行事予定

勤労感謝の日児童集会
PTA学年レク（１）

PTA学年レク（５）全校朝会
クラブ活動
落ち葉掃き（１・６）

全校朝会
委員会活動
落ち葉掃き（３）

就学時健診
特別時程
元気アップトレーニング（１）

開校記念集会
なかよし班活動

社会科見学（３）

 

生活目標「協力して取り組もう」 （ふれあい月間）    

生活指導部  野上 悠 

  なかよし班まつりの準備では、リーダーである 6 年生を中心に、全校が力を

合わせて楽しいまつりにしようと協力する姿が見られます。 

なかよし班だけでなく、学校生活には、給食や掃除、日直などの当番活動や各

クラスの係活動、高学年の委員会活動等、一人一人が責任をもち、きちんとやり

遂げて、初めて気持ちのいい学校生活を送ることができると考えます。集団生活

の中では、相手や全体のことを考え、友達と協力し合うことが大切です。何のた

めに活動し、どんなことに役立つのかを考えさせながら、友達と力を合わせて活

動に取り組む姿勢を大切に育てていきます。 

 


